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令和８年第一回定例会令和８年第一回定例会令和８年第一回定例会

令和８年第一回臨時会令和８年第一回臨時会令和８年第一回臨時会

令和７年度３月補正予算　各会計とも可決

令和7年度一般会計補正予算　(11号)　専決処分　承認

令和７年度門川町一般会計補正予算（第13号）　可決

一般会計補正予算（第９号）専決処分　承認

一般会計補正予算（第10号）　　　　全員賛成・可決

令和８年度当初予算　各会計とも可決　

会　　　計

一　般　会　計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業特別会計

水 道 事 業 会 計

簡 易 水 道 事 業 会 計

予算総額

予算額（万円）

1,220,600

216,433

60,953

168,180

70,847

1,870

1,738,885

前年度当初予算比較

15.9％増　

10.8％増　

5.6％増　

0.3％減　

8.7％増　

2.8％増　

12.8％増　

　予算審査特別委員会

　各会計とも予算

審査特別委員会で

審議し、本会議に

おいて委員会報告

後、それぞれ討論、

採決を行いました。

（関連記事3～5頁）

令和8年度当初予算から
　主な事業、新規事業等と審査の中での質疑

【町民健康課】
　一般会計では、前年と同じような予算を計上。
国民健康保険事業では、被保険者数は減少している
が、保険給付費は増加。後期高齢者医療特別会計で
は、被保険者数は増加し、広域連合納付金も増加。
　主な質疑
問　アピアランスケアの扶助費、具体的には。
答　大きく２つあり、乳房を失った場合の補正具
　　の助成とウィッグの購入助成。
問　保険給付費の高額療養費の件数は。実績で予
　　算を計上か。
答　令和6年度実績は3445件。前年度や過年度の
　　実績から算出して計上。足りないものは足し
　　ていく。

【会計課】
　収納業務に係る金融機関、コンビニ等への手数
料が予算計上されています。
　主な質疑
問　ADPサービスとは。
答　自治体と金融機関を結ぶ安全なファイル伝達
　　サービスのこと。

【企画戦略課】
　企画費は、新規にまちづくりWG事業や宮交スマ
ートバス65購入助成事業補助金を計上、電算管理
事業では、各種システム使用料や利用料のほか、新
規に確定申告会場専用回線に係る費用やコンビニ
交付システム導入に係る費用等を計上。
　主な質疑
問　新規事業で、コンビニ交付の準備に係る予算
　　があるが、利用できるようになるのは、いつぐ
　　らいを予定しているか、またコンビニで交付
　　できるものは。
答　契約締結から約10カ月で利用が可能となるス
　　ケジュールを考えている。交付は、住民票、印
　　鑑証明、所得課税証明の３つを予定。

【議会事務局】
　議会費は、令和9年2月の議会議員改選を見込ん
だ予算となっています。その他は、公平委員会費、
監査委員費とも例年並みの予算を計上。

（4，5頁に続く）
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　予算審査特別委員会 　予算審査特別委員会
【農林水産課・農業委員会】
　農業費では、国の物価高騰対応重点支援地方創
生臨時交付金による農業用肥料高騰対策事業費補
助金や優良繁殖雌牛導入事業等の補助金、多面的
機能支払交付金、林業費は林道橋梁点検業務や林
道維持工事、橋梁修繕工事のほか、森林環境譲与税
を活用した林業労働安全推進事業や就労者雇用安
定化事業等の補助金、また水産業費は、五十鈴川及
び海面漁業放流事業、漁労機器導入支援事業の補
助金や、水産業小口融資事業等の予算を計上。
　主な質疑
問　水土里システムの利用料とは。
答　農地の管理システムで、県土地改良事業団体
　　連合会が作成、管理しており、その利用料。
問　漁業ビジネス創出事業負担金とは。
答　漁師が漁業だけで生計を立てるのは厳しい。
　　付加価値をつけて販売することや、レストラ
　　ンを経営し、収入を得る等の事業への負担金。
問　県藻場干潟等保全地域協議会の負担金に関し
　　て、現在の藻場の状況は。
答　悪くはなっていない。町内２団体の活動によ
　　り現状維持が保たれている。

【こども課】
　予算の組替が行われていますが、歳出額におい
ては前年度とほぼ同じです。子育て支援では、高
校生までの児童手当や子ども医療費助成等を扶助
費に計上。また、産前産後サポート業務、乳幼児や
妊婦健康診査等の業務委託料、妊婦のための支援
給付交付金等を計上。
　主な質疑
問　子育て人づくりセンターの利用者数は。
答　令和６年度は、延べ9128人。月800人前後。
問　保育所の遊具の修繕以外の修繕・改修の予定は。
答　今回の予算は、遊具の修繕に用いるほか、緊
　　急かつ速やかに行う修繕も考えている。

【総務課】
　職員人件費のほか、選挙費では、町長選挙、町
議会議員選挙、県知事選挙、県議会議員選挙費が計
上され、消防費では、広域消防業務負担金、継続事
業の西の山津波避難通路建設工事を計上していま
す。また、事業見直しにより総合窓口案内事業が

減額となっています。
　主な質疑
問　災害対策費の備蓄品整備状況は。
答　備蓄計画に基づき整理。食料・水を中心に。
問　自主防災組織の組織状況は。
答　41地区中、34地区で組織、率にして82％。

【税務課】
　前年度とほぼ同じ予算規模。町民税、固定資産
税等の町税については、0.99％増を見込む。
　主な質疑
問　軽自動車税調査業務委託とは。
答　軽自動車協会から、軽自動車の登録、廃車の異
　　動等の情報がくる仕組み。
問　固定資産税1544万3千円の増加は。
答　7年度、8年度の決算見込み額の差によるもの。

【福祉課】
　前年度とほぼ同じ予算規模。内容は、施設管理
や各事業の業務委託料や扶助費が主なものとなっ
ています。障害者自立支援給付事業に、新たに就
労選択支援事業が加わります。介護保険事業特別
会計は、前年度と同様の予算。
　主な質疑
問　生活困窮者支援等のため地域づくり事業とは。
答　困窮者支援や生活の困りごと支援を支える民
　　生委員や福祉推進委員等、地域福祉の担い手
　　不足が課題で、支援する側の充実を図る事業。
問　高齢者補聴器購入補助の申込状況は。
答　現時点で、17人が申請書を受取り、うち9人が
　　申請済み。

【財政課】
　前年度より増加の主なものは、歳出では長期債
償還金利子が、歳入は、物価高騰対応重点支援地方
創生臨時交付金の国庫交付金、各課の事業に係る
基金繰入金や町債です。
　主な質疑
問　財政調整基金の現在の残高は。 
答　令和７年度末見込みで、16億671万5千円。
問　森林環境譲与税が3.8％減額となっているが。
答　令和6年に人口割が減少し、森林割合が増加し
　　た。過去3年間の平均値で積算するので、減額
　　になっている。

【地域振興課】
　企画費は、福祉健康交流研修施設「心の杜」が、
指定管理者による運営となるため、歳入歳出とも
関係予算の整理がなされ、特定地域づくり事業協
同組合の補助金を計上、一方、地域おこし協力隊事
業は、雇用がないため減額。商工費は、商工会、地
場産業振興対策協議会や観光協会運営補助金等を
計上。
　主な質疑
問　特定地域づくり事業協同組合とは。
答　人材派遣事業で、総務省が進めている事業。
　　西門川児童館の跡地に事務所を構え、１次産
　　業の活性化を中心に掲げている。
問　心の杜の町民無料感謝ウィークは、実施予定か。
答　町で１回、指定管理者で１回の２回実施予定。

【環境水道課】
　合併処理浄化槽整備事業補助、広域連合負担金、
ごみ収集運搬業務等の業務委託、及び衛生センタ
ー運転管理業務に係る需用費や業務委託料等のほ
か、継続事業の次期衛生センター建設に係る施工
監理業務委託や工事請負費。水道事業では、浄水
場に係る動力費等、漏水調査のほか、県道臨港通線
など6工区の配水管布設替工事。
　主な質疑
問　令和7年度までの水道管の耐震化率は。
答　耐震適合率は基幹管路で34.3％。すべての管
　　を含めた場合は14％。
問　合併浄化槽の普及率は今年度で何％か。
答　汚水処理人口普及率で、令和６年度で86.42％。

【教育課】
　児童生徒用タブレット端末更新のICT推進事業、
小学校入学児対象の入学祝金支給事業、国民スポ
ーツ大会に向けた海浜公園野球場芝生等改修工事
等や、学校給食費では、児童の給食費無償化に係る
賄材料費等の予算を計上。
　主な質疑
問　工事請負費で、野球場の芝等以外の改修工事は。
答　野球場内諸室の一部改修、防球ネットの改修、
　　旧遊具の設置場所の一部を段差解消し、駐車
　　場として使えるような改修を予定。
問　給食費について、物価高騰分の保護者の負担は。
答　小学校児童は無償化。中学校生徒は、一月当
　　たり8年度は800円増えるが、増える分は国の
　　事業で対応する。

【建設課】
　継続事業の都市計画道路加草中村線に係る用地
測量、土地購入費、立竹木補償のほか、立地適正化
計画策定業務委託、道路維持、元山小原線等の新設
改良、及び公園フェンス新設、改修の工事請負費、
町営住宅の指定管理及び施設管理に係る業務委託
料、住宅リフォーム商品券事業等の予算を計上。
　主な質疑
問　町内都市公園の防犯カメラの設置状況は。
答　18公園のうち11公園。来年2カ所設置予定。
問　住宅リフォーム商品券の内容は例年通りか。
　　また販売開始予定は。
答　予算は例年通りで、販売は6月くらいを予定。

（5頁へ）

門川海浜総合公園野球場

西の山津波避難通路のイメージ図
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現
在
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農
業
委
員
の
任
期
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令
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7
月
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で
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間
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っ
て

お
り
次
期
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業
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任
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求
め
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も
の
で
あ
る
。

　

次
期
農
業
委
員
の
任
期
は
令
和

8
年
7
月
20
日
か
ら
令
和
11
年
7

月
19
日
ま
で
の
3
年
間
と
な
り
ま
す
。

池
田　

新
吾
氏

井
野
内　

由
美
子
氏

岩
切　

栄
二
氏

金
丸　

幸
子
氏

幸
森　

秀
樹
氏

兒
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道
治
氏

園
田　

通
夫
氏

津
島　

伊
佐
雄
氏

藤
本　

寿
弘
氏

米
良　

多
恵
子
氏

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

門
川
町
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児
等
通
園
支
援
事
業
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設
備
及
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運
営
に
関
す
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基
準
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定
め
る
条
例
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つ
い
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門
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町
特
定
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児
等
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事

業
の
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営
に
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る
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る
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つ
い
て

　

生
後
6
か
月
か
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満
3
歳
で
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保
育
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等
に
通
っ
て
い
な
い
こ
ど

も
を
育
て
て
い
る
家
庭
が
、
保
護

者
の
就
労
状
況
を
問
わ
ず
、
月
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時
間
以
内
で
保
育
施
設
を
利
用
で

き
る
新
た
な
通
園
給
付
と
し
て
¬

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
が
創

設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
つ
い

て
定
め
る
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

門
川
町
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課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
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営
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す
る
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す
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町
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い
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町
家
庭
的
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育
事
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等
の
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び
運
営
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関
す
る
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準
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定

め
る
条
例
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一
部
を
改
正
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る
条

例
に
つ
い
て

　

職
員
に
よ
る
虐
待
等
の
禁
止
に

関
す
る
規
定
及
び
新
た
な
地
域
限

定
保
育
士
に
関
す
る
規
定
が
追
加

さ
れ
る
こ
と
等
に
伴
い
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
改
正
す
る
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

門
川
町
火
災
予
防
条
例
の
廃
止
に

つ
い
て

　

本
町
で
は
、
消
防
事
務
の
委
託

に
関
す
る
規
約
に
基
づ
き
、
消
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関
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る
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務
を
除
き
、
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防
に
関
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る
事
務
を
日
向
市
に
委

託
し
て
い
る
。
規
約
に
よ
り
、
委

託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
つ
い

て
適
用
さ
れ
る
条
例
等
に
つ
い
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は
、
日
向
市
の
条
例
等
に
よ
る
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の
と
さ
れ
て
お
り
、
門
川
町
に
お

け
る
火
災
予
防
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て
は
、
日
向
市
火
災
予
防
条

例
を
適
用
す
る
も
の
と
さ
れ
る
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と
か
ら
、
門
川
町
火
災
予
防
条
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を
廃
止
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
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宮
崎
県
収
入
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紙
購
買
基
金
の
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及
び
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理
に
関
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る
条
例
の
廃

止
に
つ
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会
計
課
の
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口
で
宮
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県
収
入

証
紙
の
売
り
さ
ば
き
事
務
を
行
っ

て
き
た
が
、
町
内
で
は
他
に
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協

門
川
支
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が
収
入
証
紙
の
売
り
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ば
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を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
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住
民
の
利
便
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を
損
な
う
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と
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な
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と
の
判
断
の
も
と
、
令
和
7

年
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月
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日
を
以
て
収
入
証
紙
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り
さ
ば
き
所
を
廃
止
す
る
。

な
お
、
基
金
の
残
高
80
万
円
に
つ

い
て
は
、
基
金
の
廃
止
に
伴
い
、

一
般
会
計
に
繰
出
を
行
う
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

西
の
山
津
波
避
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通
路
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工
事

請
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に
つ
い
て

　

緊
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避
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西
の
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へ
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避
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を
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易
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す
る
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、
ら
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ん
状
の
ス
ロ
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プ
通
路
を
建
設
す

る
も
の
。

　

日
向
・
延
岡
管
内
の
特
定
建
設

業
者
と
門
川
町
内
に
本
店
を
置
く

建
設
業
者
と
の
共
同
企
業
体
を
対

象
と
し
た
条
件
付
き
一
般
競
争
入

札
を
実
施
。

　

三
者
が
参
加
し
、
そ
の
落
札
者

と
契
約
を
す
る
も
の

　

落
札
者　

坂
本
・
藤
田　

特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体

　

落
札
額　

1
億
９
，９
３
２
万
円

　
　

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

議
員
辞
職
に
つ
い
て

　

神
﨑
議
員
が
、
町
長
選
挙
立
候

補
の
た
め
辞
職
許
可
を
求
め
る
も

の
。

　

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

人　

権　

案　

件

条 

例 

の 

廃 

止

工 

事 

請 

負 

契 

約

議　

員　

辞　

職

条
例
の
一
部
改
正

条　

例　

制　

定

米良格議員に対する問責決議

　【趣旨説明】（発議者　宇都宮三良議員）
　米良議員は仮病を使って会議を欠席し、宮崎
市内の民間事業所で個人的な調査を行った。
　他にも議長から注意を受けた事例があり、こ
れらを厳しく非難し、また町民の負託に応える
ことが出来ないと判断し、ここに決議案を提出
する。

【賛成討論】　宇都宮議員
　議運で諮って、議長名で文書での病院の受診が
わかるものの提出を求めたときに、謝罪文のその
中に、通院の事実はなく、証明を提出することは
できませんと書いてあります。これは仮病と言わ
れてもおかしくないと思います。賛成します。

【賛成討論】　中城議員
　病院を受診した記録の提出を２週間待ったが、
出てこなかった。議運から文書で提出を求めたら
謝罪文が出てきた。そういう経緯です。それと議
員個人に調査権がないことを知りながら行った。
それらが判明してきて、やはり厳しく議会として
対応を取らなければならないと感じました。

　【弁明】（米良　格議員）
　私について「決めつけ」ではないかと思いま
す。

【反対討論】　神﨑議員
　人の名誉を、これは信頼に関わる大きな問題で
す。確かに欠席したりしたことは、いけないこと
だと思います。しかし進退をうかがうことまで有
するものかどうか。もっと慎重にあるべきと考え
て反対します。

【反対討論】　出口議員
　宮崎の事業所には私も一緒に行きました。午前
中は病院に行くということで、そこへは夕方の３
時４時ぐらいです。病院に故意に行かなくて宮崎
に行ったわけではなく、病院と結びつけるのはお
かしいと思います。

　門川町政治倫理条例第3条に規定されているとおり、町議会議員は住民の代表として、高い倫理観
と責任感をもってその職務を遂行する義務を負っている。とりわけ、本会議及び委員会への出席は、
議員としての最も基本的な責務であり、町民の負託に応えるための前提条件である。
　しかしながら、米良議員は、１月９日の議会運営委員会において病院を受診すると虚偽の理由で
欠席した上にその日の午後には、宮崎市の民間事業者を訪問し議員個人で調査活動をおこなった。
また１月１３日の全員協議会を遅刻すると連絡するも欠席し、１月２１日の議会改革特別委員会は
無断欠席するなど、議員として著しく不適切な行為を繰り返している。
　なお。議長並びに副議長が病院受診を証明するものの提出を求めたにもかかわらず、これを無視
し、民間事業所への訪問もあいさつに行っただけで調査ではないと答えていた。だが、議会運営委
員会でこの問題を審議し、米良議員本人に対し、公文書にて病院受診を証明するものの提出を求め
たところ、病院受診は虚偽であった旨の文書を提出してきた。また、民間事業者への訪問についても、
事業者から当日の対応内容の報告があり、あいさつではなく調査であったことが判明した。
　また、これまでにも議案勉強会において職員に対し大声を発し机を叩くなど威圧的言動を行った
こと、同僚議員に対し身体的接触を伴う不適切な行為を行ったことや、本会議においてスマートフ
ォンを操作するなどの行為を行い、再三議長から注意を受けている。
　これらの行為は、町議会の円滑な運営を妨げるのみならず、町民の信頼を大きく損なうものであ
り、議員としての職責を放棄するに等しいものである。
　よって、門川町議会は、米良格議員の政治的・道義的責任は極めて重大であることを厳しく指摘し、
その責任を強く問うとともに、深い反省と自らの進退を含めた厳粛な対応を求めるものである。
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一　

般　

質　

問

松本　良一 議員　

一般質問を
動画で見よう

まつもと     りょういち

問 

門
川
町
庁
舎
跡
地
に
つ
い
て

答 

解
体
工
事
を
実
施
後
に
民
間
へ
の

    

売
却
業
務
を
検
討

黒田　耕右 議員

一般質問を一般質問を
動画で見よう

 くろだ        こうすけ

問
公
募
を
３
回
実
施

し
た
が
、
契
約
に
至

ら
な
か
っ
た
理
由
は
。

答
現
状
で
の
売
却
方

法
で
は
民
間
事
業
者

か
ら
の
ア
イ
デ
ア
が

提
出
し
に
く
い
現
状
。

ま
た
旧
庁
舎
に
つ
い

て
は
敷
地
も
広
大
で

建
物
も
現
存
し
て
い

る
。

問
今
後
の
予
定
は
。

答
本
町
で
解
体
事
業

を
実
施
し
、
民
間
へ

の
売
却
を
検
討
。

問
町
道
の
管
理
は
、

側
溝
清
掃
を
含
め
町

の
責
任
で
行
う
べ
き

で
は
。

答
路
面
の
陥
没
や
側

溝
の
破
損
等
は
現
地

確
認
を
行
な
い
、
修

繕
等
を
実
施
。
一
方

側
溝
内
の
土
砂
や
落

ち
葉
の
除
去
な
ど
地

域
環
境
の
維
持
活
動

と
し
て
、
各
地
区
に

協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

問
側
溝
清
掃
に
つ
い

て
よ
り
良
い
方
法
の

検
討
は
。

答
町
が
全
部
の
町
道

の
側
溝
清
掃
を
実
施

す
る
場
合
、
多
額
の

財
政
負
担
と
な
る
。

高
齢
化
の
進
展
を
踏

ま
え
、
補
助
制
度
の

あ
り
方
や
実
施
方
法

の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
研
究

し
て
い
く
。

問
当
該
地
域
で
は
多

く
の
世
帯
が
井
戸
水

を
生
活
用
水
と
し
て

利
用
し
て
お
り
、
揚

水
設
備
の
点
検
・
修

繕
に
係
る
費
用
が
大

き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
世
帯
が
存
在
す

る
。

国
・
県
の
補
助
制
度

の
活
用
に
よ
る
整
備

促
進
な
ど
も
活
用
し

水
ポ
ン
プ
・
配
管
等

の
修
繕
・
交
換
に
対

す
る
補
助
金
制
度
の

創
設
や
緊
急
時
（
ポ
ン

プ
故
障
・
水
質
汚
染

発
生
時
）
の
迅
速
な
代

替
水
供
給
体
制
の
整

備
な
ど
検
討
で
き
な

い
か
。

答
本
町
と
し
て
も
、

ま
ず
は
国
・
県
の
補

助
制
度
の
活
用
可
能

性
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
行
う
と
と
も
に
、

他
自
治
体
の
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
、

地
域
負
担
と
の
バ
ラ

ン
ス
や
公
平
性
、
財

政
状
況
を
踏
ま
え
た

制
度
設
計
の
可
否
に

つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

ま
た
、
緊
急
時
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
き
給
水
タ
ン

ク
に
よ
る
応
急
給
水

体
制
を
整
え
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
も
牧
山

地
区
で
の
停
電
に
よ

る
送
水
ポ
ン
プ
停
止

に
伴
い
応
急
給
水
を

実
施
し
た
こ
と
や
、

渇
水
に
よ
り
井
戸
が

枯
渇
し
、
生
活
用
水

が
確
保
で
き
な
い
世

帯
に
対
し
て
、
生
活

安
全
上
の
措
置
と
し

て
水
道
水
の
給
水
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ご
質
問
の
ポ
ン
プ

故
障
や
水
質
汚
染
発

生
時
な
ど
の
事
態
に

対
し
ま
し
て
も
、
迅

速
な
情
報
把
握
と
応

急
給
水
を
実
施
で
き

る
よ
う
、
体
制
整
備

を
進
め
て
い
く
。

答 

掘
削
補
助
制
度
を
検
討

問 

西
門
川
地
域
に
お
け
る

　

 

井
戸
水
揚
水
補
助
に
つ
い
て

各議員の審査結果（〇：賛成、●：反対、退：退出、―：議長）

（全員賛成の議案は除く）

議　　案

表　決　表

黒
田　

耕
右

寺
田　

泰
隆

岩
切　

義
樹

魚
永　

崇
貢

松
本　

良
一

田
中　

豊
和

宇
都
宮 

三
良

出
口　

希
俊

米
良　
　

格

中
城　

資
力

岩
佐　

祐
一

神
﨑 

千
香
子

森
川　

春
夫

森　
　

誠
一

○ ○  ○ ● ○ ○ ○ ● 退 ○ ● ● ○ ―

○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ―議案第9号　西の山津波避難通
路建設工事請負契約について

発議第4号　米良議員に対する
問責決議について

西の山津波避難通路建設工事請負契約議案に対する討論

【反対】　神﨑議員

　地区の皆さんからは、避

難タワー建設の要望があっ

ている。建設にあたっては、

地区説明会もせずに、行政

本位で始めたとして、予算

案に反対してきた。この請

負契約についても反対しま

す。

【賛成】　中城議員

　この一時避難所まで車椅

子で上がるとなると、非常

に時間がかかる。スロープ

を通じて上にあげなければ

ならない一時避難所ですか

ら、やはり必要ではないか

と考える。賛成します。

議員研修

役場3階会議室令和7年12月10日　施設園芸農業者との意見交換会

　農業者の皆さんからの意見
　他の自治体では、農業施設の償却資産税をとってないところもある。減免はできないか。
など施設園芸の皆さんと意見交換を行いました。

門川町商工コミュニテイセンターAPIO令和8年1月28日　地元中学生・高校生との意見交換

門川中学校の生徒会と門川高校の生徒会と議員の仕事や防災、生活環境、理想のリーダー像
などについて意見交換を行いました。

宮崎市佐土原総合文化センター令和8年1月29日　全議員研修会

　ハラスメントのない職場をめざして
　　　　　　　　　　指導とハラスメントの違いとは
　　講師　涌井　美和子 氏(公認心理師　社会保険労務士)
　　講演では、ハラスメントの定義や種類、ハラスメントの具体例を挙げ、そのリスクやハ
ラスメントの傍観者にならない。誰もが行為予備軍であると予防策を提示し一人一人の意
識の向上が予防の鍵であると締めくくりました。
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一　

般　

質　

問

神﨑 千香子 議員　

一般質問を一般質問を
動画で見よう

かんざき       ちかこ

問 

町
長
の
政
治
姿
勢

問
令
和
7
年
6
月
議

会
の
冒
頭
に
お
け
る

町
長
発
言
は
本
人
に

確
認
の
上
か
。

答
確
認
し
て
い
な
い
。

問
6
月
議
会
で
の
町

長
発
言
は
、
役
場
で

社
長
か
ら
直
接
も
ら

っ
た
。
と
の
本
人
の

証
言
と
異
な
る
。

　

町
民
か
ら
付
託
さ

れ
公
権
力
の
行
使
を

す
る
町
長
が
、
人
の

名
誉
や
人
権
、
信
用

を
損
な
う
こ
と
を
、

本
人
に
確
認
も
せ
ず

公
の
場
で
発
言
す
べ

き
で
な
い
が
、
本
人

に
確
認
し
た
の
か
。

答
議
員
本
人
に
は
、

確
認
し
て
い
な
い
。

問
こ
の
発
言
に
対
す

る
町
長
の
見
解
は
。

答 

議
会
運
営
委
員
会

の
報
告
で
は
、
見
積

業
者
へ
の
聞
き
取
り

の
結
果
、
当
該
業
者

は
町
に
対
し
「
町
長
が

述
べ
た
通
り
の
説
明

を
行
っ
た
。」
と
証
言

さ
れ
て
お
り
、
私
の

発
言
は
客
観
的
に
裏

付
け
さ
れ
た
と
受
け

止
め
て
い
る
。

問
よ
う
や
く
加
草
〜

中
村
線
が
着
手
さ
れ

た
が
、
環
境
面
、
利
便

性
な
ど
で
周
辺
住
民

か
ら
不
安
の
声
が
あ

る
。
対
応
は
。

答 

地
元
の
心
配
事
に

関
し
て
町
の
考
え
を

説
明
し
た
が
、
文
書

に
て
、
要
望
書
が
で

て
い
る
の
で
、
改
め

て
文
書
で
回
答
し
て

い
る
。

魚永　崇貢 議員

一般質問を一般質問を
動画で見よう

うおなが       たかつぐ

米良　格 議員　

一般質問を一般質問を
動画で見よう

めら　　  いたる

問 

こ
の
4
年

　

 

間
の
本
町

　

 

の
産
業
振

　

 

興
に
つ
い

　

 

て

問 

不
登
校
児

　

 

の
課
題

問
ご
み
収
集
に
携
わ

る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
、

町
民
の
安
心
安
全
を

図
る
観
点
か
ら
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

分
別
回
収
促
進
・
廃

棄
の
周
知
を
実
施
し

て
は
。

答
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
等
を
他
の
ご
み

に
混
入
さ
せ
な
い
よ

う
、
町
民
へ
の
分
別

排
出
の
周
知
啓
発
を

す
る
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
研

修
費
補
助
に
つ
い
て

問
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
確
保
や
離
職
防
止

の
た
め
に
研
修
費
の

補
助
を
実
施
し
て
は
。

答
県
内
の
他
自
治
体

の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
の
研
修
費
補
助

に
つ
い
て
は
引
き
続

き
研
究
す
る
。

町
営
住
宅
の
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
に
つ
い
て

問
町
営
住
宅
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

は
。

答
町
営
住
宅
の
新
た

な
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ

い
て
は
、
計
画
し
て

い
な
い
。

「
あ
ん
し
ん
登
録
」　

に
つ
い
て

問
も
し
も
の
時
の
「
あ

ん
し
ん
登
録
」
を
実
施

し
て
は
。

答
高
齢
化
の
進
展
や

単
身
高
齢
者
の
増
加

を
踏
ま
え
、
支
援
の

在
り
方
に
つ
い
て
調

査
研
究
す
る
。

問
就
任
4
年
間
の
産

業
振
興
の
総
括
は
。

答
雇
用
創
出
、
企
業

立
地
、
創
業
支
援
、
ブ

ラ
ン
ド
化
な
ど
多
角

的
事
業
展
開
に
よ
り
、

一
定
の
成
果
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
積
極
的

な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

も
含
め
、
引
き
続
き

間
断
な
く
事
業
展
開

し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

問
過
去
5
年
間
の
児

童
生
徒
の
推
移
、
要

因
は
。

答
令
和
6
年
度
58
人

と
過
去
5
年
間
で
38

人
増
加
。

主
に
「
不
安
」
や
「
友

人
関
係
を
め
ぐ
る
問

題
」
な
ど
が
要
因
。

問
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
。

答
門
川
中
学
校
内
の

「
校
内
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
11
人
、
中
央

公
民
館
内
の
「
校
外
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が

14
人
。
担
当
職
員
を

増
員
し
4
人
体
制
と

し
て
い
る
。
今
後
も

き
め
細
か
な
支
援
を

進
め
て
い
く
。

問 

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
分
別

回
収
・
処
理
に
つ
い
て

答 

安
全
で
適
正
に
処
理
す
る

一　

般　

質　

問

議会に新たな
　仲間が加わります。
議会に新たな
　仲間が加わります。
議会に新たな
　仲間が加わります。
この度の補欠選挙で

黒木　寿議員（宮ケ原）が当選されました。

モバイル
バッテリー

定例会と臨時会

定例会（ていれいかい）

　議会には、定例会と臨時会があります。

　定例会とは、付議事件の有無にかかわら

ず、定期的に招集される議会のことをいい

ます。

　地方自治法により、毎年、条例で定める回

数を招集することになっており、門川町議

会では年4回と定め、3月、6月、9月、12月

に開会しています。

臨時会（りんじかい）

　臨時会とは、定例会のほかに臨時の必要

がある場合、必要な特定の事件に限って審

議する為招集される議会のことをいいます。

議会用語の解説議会用語の解説議会用語の解説

くろぎ　 ひさし
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編 集 後 記 　新しい年度となりました。当初予算は骨格予算で
した。季節はツツジ、アヤメが咲き、若葉の頃となり

ました。広報編集委員会の構成も入れ替わりがあり新しくなりました。今ま
でどおりわかりやすく、読みやすい誌面づくりを心掛けていきます。

（記　森川）

輝くひと
の紹介の紹介

（議会広報編集特別委員会）

議会だよりで紹介したい「輝くひと」を募集しています。業種や団体問わず応募をお待ちしております。

　今回の輝くひとは加草在住、岩切勇二さん（60）です。
草川ミニバスケットボールクラブで29年間、子どもた
ちにバスケットを教え続けているそうです。勝ち負け
だけでなく、バスケを通して心身ともに逞しく成長する
ことを願い、指導に励んで下さっています。
　指導の裏には内助の功があり、親御さんたちの理解と
支えの上にクラブは成り立っていると語ってくれまし

た。近年は、かつて教えた子どもたちが、自分の子を連れてミニバスに入る光景に、感
無量の思いを抱いているそうです。
　地域活動にも力を注ぎ、加草総区の総務部長として区の運営にも貢献する岩切さん。
その静かな情熱が、今日も子どもたちの未来を明るく照らしています。

QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

 お詫びと訂正
　前号（185号）11頁の「議会活動報告　議員派遣」の中、「9月25日　東臼杵郡町村議長会研修会」の表記に誤りがあ
りました。訂正してお詫び申し上げます。

議会を傍聴してみませんか！
次の定例会は６月です。

定例会の日程、内容などについては
議会事務局へお尋ねください。

TEL０９８２－６８－１２７２（直通）


